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指標を，制御工学的知見に基づいて与えている。具体的には， 𝑇 𝑇⁄ の値は，支援のし易さ
を表す指標として用いられ，同様に，𝑇 𝑇⁄ の値は，時間あたりの習熟量の大きさを表す指
標となる。これらの指標の個人値は，個に対する学習支援を行う上で，重要な指標となり
うることを示唆している。 
第５章では，本研究を総括するとともに，習熟度モデルに基づく最適な学習支援の方法
について展望し，残された問題点について言及している。 
 本研究は，学習者の習熟度，ならびに学習過程を評価する方法について考察したも
のであるが，これを，制御工学的知見に基づいて行っている点が，本研究の大きな特
徴である。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格が
あるものと認められる。 
 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
 
